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同化としての母音融合
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⑵ a.［ai］→［e(:)］ nagaiki（長息）→ nageki（嘆き） amai（甘い）→ ame:
b.［au］→［o:］ auta（会うた）→ o:ta awaumi（淡海）→ aumi → o:mi（近江）
c.［eu］→［o:］ tefu（蝶）→ teu → tyo: kefu（今日）→ keu → kyo:
d.［oi］→［e:］ sugoi（凄い）→ suge: hidoi（酷い）→ hide:
⑶ a.［ae］→［e:］ omae（お前）→ ome: kaeru（帰る）→ ke:ru
b.［ao］→［o］ hataori（機織）→ hattori（服部）
c.［eo］→［o］ meoto（夫婦）→ myooto miteoku（見ておく）→ mitoku
d.［oe］→［e:］ sokoe（そこへ）→ soke: dokoe（どこへ）→ doke:
e.［iu］→［u:］ riu（竜）→ ryu: iu（言う）→ yu:
f.［ui］→［i:］ samui（寒い）→ sami: kayui（痒い）→ kai:
g.［ea］→［a(:)］ miteageru（見てあげる）→ mitageru orewa（俺は）→ orea → ora(:)
h.［oa］→［a］ （sonnako）towa（（そんなこ）とは）→（sonnako）toa →（sonnako）ta:
i.［ei］→［e:］ rei（礼）→ re: kirei（綺麗）→ kire:
j.［ou］→［o:］ tou（問う）→ to: omou（思う）→ omo:
最後に、そしてこれが最も重要であるが、窪薗（1999）は出力形に前半の母音の［hight］と後半の母
音の［low］，［back］が現れることを発見した。これを規則の形に表現したのが⑴である。先行する母音












⑷ a.［ie］→［e:］ kieru（消える）→ keeru b.［io］→［o］ nisikiori（錦織）→ nisikori
c.［ia］→［a］ butiakeru（ぶちあける）→ butyakeru









































⑸ a. TAKE LAST (TL)
V2の素性の指定を残す。












形と見なす。6また、TL と AH のランキングに関しては、前章の⑵，⑶，⑷からわかるように、出力形と
して［e］または［o］を選択するほうが他の母音を選択するより数が多いことから、AH > TL が妥当で
あると考えられる。以下に AH と TL の実際の運用を母音の高さが違う［ai］と高さが同じ［ui］を例に
とって示す（太田・氏平 2014：23参照）。
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Input /ai/ AH TL Input /ui/ AH TL
a. a ＊! ＊＊ a. u ＊!
b. i ＊! b. ☞ i















































あって、それぞれ進行同化（progressive:［n］→［m］of n in ten bike ）、逆行同化（regressive:［t］→［］of
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